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＜あらまし＞  本研究は，ARCS モデルを適用して෌設ィした DX 研修が，ⱝ手♫ဨのア

ーシࣙン技術であるࢣーティブ・コミュニࢧ DESC 法の知識・技能・自ᕫ効ຊ感にཬぼす短

ᮇ的ᙳ㡪を᳨証することを目的とする．既存研修を㸵タスク構成の LMS 型 e ラーニングへ

෌構築し，研修前後テストとアンࢣートにより効ᯝを 定する．  

＜キーワード＞ フ࢛ロワーシッࣉ，DESC 法，DX 研修，ARCS モデル，e ラーニング 

1. はじめに 

日本においては，ᑡ子高㱋化の㐍行にకい

῝้な労働ຊ୙㊊が㢧在化し，㝈られた人ᮦ

が自ᚊ的に活㌍できる⫋場づくりが௻業⤒Ⴀ

の急務である．一᪉，人的㈨本⤒Ⴀの₻ὶを

ཷけ，ᚑ業ဨ࢚ンࢤージ࣓ント向上施⟇をᡓ

␎的に設ィし，その成ᯝをステーク࣍ルࢲー

に開示する㈐務が௻業に課せられている．

Edmondson（1999）が示したように，心理的安

全性を確保した自由㜏㐩な対話環境は学⩦行

動やイࣀベーシࣙンをಁ㐍し，特に対話の「質」

の向上が注目されている． 

本研究では，こうした♫会的・ᕷ場的要ㄳ

を㋃まえ，対象௻業のⱝ手♫ဨ（20 代）のコ

ミュニࢣーシࣙン実態を調査した．その⤖ᯝ，

「自分が中心となって成ᯝをฟした⤒験がな

い」という回答が 63.8％にのぼる一᪉，「上司

とẼ㍍に話せる」は 85％と高いỈ準を示し，

表面的なコミュニࢣーシࣙンは成立している

ものの，課題解Ỵに㈨する本質的な対話が୙

㊊していることが示၀された．さらに，コー

ィ（2022）の報࿌でも「当たり㞀りの࢚・ࢳ

ない会話」が業務㐙行を妨げる実態が明らか

になり，キࣕリア研修の自由記述（n=251）で

は 47.4％がアࢧーティブ・コミュニࢣーシࣙ

ン୙㊊を課題とし，フ࢛ロワーシッࣉ調査

（n=42）では 75.6％が DESC 法を知らず，෭

㟼かつ論理的に意ぢをఏえられると回答した

のは 31.7％にとどまった． 

以上のことから，ⱝ手♫ဨが安心して意ぢ

を୺ᙇし，༠働的に課題解Ỵに参⏬できるス

キルおよびそのための場の設ィがႚ緊の課題

であると考えられる． 

2. ඛ⾜研究 

ARCS モデルは対人コミュニࢣーシࣙン教

育で有効性が示されている．Çakmak ら（2024）

は┳ㆤ学生の࢝リキュラムに ARCS に基づ

く動機づけᡓ␎を適用しࠊ自ᕫ効ຊ感を高め

たことを報࿌した．またࠊDESC 法をᢅった

研修では Takada ら（2019）が┳ㆤ学生のⓎ

ゝ意図を向上させたがࠊ௻業のⱝ手♫ဨを対

象とした実証は依↛ஈしい．さらにࠊARCS と 

DESC を統合し学⩦㌿⛣を 定した研究はぢ

当たらずࠊ本研究は୧者を組み合わせたオン

ライン DX 研修を௻業文⬦で᳨証しࠊ研修設

ィへの示၀をᚓることを目的とする． 

3. 研究の┠ⓗ 

Self-Determination Theory（Deci & Ryan, 2000）

が示す「関係性」「有能感」のど点を㋃まえ，

既存 DX 教育「༠働について」をフ࢛ロワー

シッࣉと DESC 法を᰾とする e ラーニング

型ࣉログラムへ෌設ィし，その設ィཎ理とࣉ

ロセスを体系的に提示することを目的とする．

特に，IPA「デジタルスキルᶆ準（DSS）」（IPA, 

2023）がᥖげる「コラ࣎レーシࣙン」マイン

ドスタンスをල現化する学⩦課題の構造化と，

ARCS モデルによる動機づけ要因の組み㎸み
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を㔜どする．本✏では研修設ィフェーࢬに↔

点を当て，学⩦効ᯝの実証はḟ段階の課題と

する． 

4. 研修タィ方法 

本研修は ARCS モデル（注意・関連性・自

信・‶㊊）に基づき，㸵タスク構成でモࢳベ

ーシࣙンと実㊶ຊを段階的に高める e ラーニ

ングである．ᚑ来の DX 研修は１.㸳時間の対

面ㅮ義とグルーࣉワークのみで動機づけ設ィ

や評価・フィードࣂックがなく，ྲཱྀ ㅮ者は DX

の㔜要性を理解する段階にとどまっていた．

෌設ィ∧は㸲㐌間の LMS 上でᒎ開し，各タス

クに ARCS を組み㎸ࢇで学⩦意ḧを高める．

⫋場課題をᢞ✏し，上司とྠ൉が஧㔜フィー

ドࣂックを行う௙組みにより実務㌿⛣をಁ㐍

し，஦前後テスト・アンࢣート・行動ィ⏬表

で知識・技能・自ᕫ効ຊ感を୕層評価するこ

とを通じて，DESC 法を活用した༠働ࣉロセ

スへの㈉⊩という実㊶ຊの⋓ᚓをᮇᚅしてい

る． 

ึᮇタスクではデ᩿や஦౛を通じて注意

（A）と関連性（R）をႏ㉳し，後༙では実務

ᢞ✏と┦஫コ࣓ントにより自信（C）と‶㊊（S）

を㔊成する．たとえࡤ「あなたにとってのフ

࢛ロワーとは㸽」ではᢞ✏・コ࣓ントを通じ

て理論の自分ࡈと化とど点ᣑᙇをಁす．また，

実際の⫋場課題を DESC 法でᢞ✏し，┦஫コ

࣓ントを通じて R と内的 S を高める構造とし

た．LMS 上で安全に試行・᣺り㏉りを行う設

ィにより，実務への㌿⛣もಁ㐍する．さらに

「行動ィ⏬表」ではィ⏬をඹ有し，ࣆア㸩上

司からᢎ認をཷけることで，㈉⊩実感が内Ⓨ

的動機づけへとつながる．本設ィの特ᚩを図

１に示す． 

タスク ୺要 ARCS 要⣲ 

6 アࢧーシࣙン度セルフࢳェック 注意 A 

7.1 基♏クイࢬ（フ࢛ロワー㸭

DESC） 

関連性 R 

7.2 「あなたにとってのフ࢛ロワ

ーとは㸽」ᢞ✏ 

関連性 R 

8.3 DESC 理解ワーク 自信 C 

8.5 DESC 試行㸩報࿌ 自信 C㸭‶㊊ S 

9.1 行動ィ⏬表（上司ᢎ認） ‶㊊ S 

10 研修アンࢣート（᣺り㏉り） ‶㊊ S 

表１：教材の特徴 

 

 とめと௒ᚋのㄢ㢟ࡲ .5

本研究では，ARCS モデルを理論ᯟ組みと

してフ࢛ロワーシッࣉ㸭DESC 法をᢅう DX 

研修を LMS 上の୐つのタスクとして෌設ィ

し，その構成意図と実装㐣⛬を報࿌した．タ

スクは「注意̿関連性̿自信̿‶㊊」の順に

㓄⨨し，タスクで実務課題をᢅうことでオン

ラインでも学⩦㌿⛣をಁす設ィが特ᚩである． 

一᪉で㝈⏺もある．➨一に，࢝ークࣃトリ

ック評価モデルのレベル 3 までは 定可能ࡔ

が，レベル 4 にヱ当する組⧊成ᯝとの連動が

ᮍ実施である．➨஧に，マࢿジ࣓ント層への

教育がなく，部⨫㛗のスタイルにより効ᯝに

らつきが生じる可能性がある．➨୕に，効ࡤ

ᯝの持⥆性についての㛗ᮇ㏣㊧はᮍ஢である． 

௒後は，組⧊成ᯝとの連動や上司ഃの行動

ኚ容を組み㎸ࡔࢇ多部門ẚ㍑，6 か月以上の

⦪᩿調査を通じて実証知ぢを⵳✚し，༠働マ

インド定╔をᨭえる組⧊文化形成を目指す． 
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